
平成 30 年 1 月 5 日 

各位 

シンビオ社会研究会 会長 吉川 榮和 

第３回研究談話会  オーガナイザ   

椹木 哲夫 

平成 29 年度シンビオ社会研究会第 3回研究談話会・懇親会のご案内 

 

新年あけましておめでとうございます。会員の皆様には益々ご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。

平素は本社会研究会の事業実施のため大変ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

さて 巷では 第 5 期科学技術基本計画を始め、CPS with IoT やビッグデータ処理に代表される情報関連技

術を駆使したインフラとしてのシステム化が叫ばれています。そのためには、従来のシステム思考で重視してき

た、関連する物理システムのモデルをベースにシステム全体の論理構造を明らかにすることが不可欠ですが、新

たな価値創出に繋げていくためには、これまでのシステムを俯瞰的に捉えるシステムエンジニア主体のアプロー

チから、より User-Oriented なアプローチへと転換していくことが求められます。すなわち現実世界の問題状

況の中にいる行為者達の視点からの状況認識を調べ、その後の行為実践による状況変化が行為者の認識をどのよ

うに変容させていくかのダイナミクスを明らかにしていく新たなアプローチ（新しいシステムズアプローチ）を

支えるシステム思考の重要性がますます高まっています。 

 このような観点から第 3回研究談話会では、サービスサイエンスとインクルーシブデザインの分野を取り上げ

ます。サービスや商品を提供する側のデザイナ個人の創造性から，カスタマやユ－ザが実際に利用し実践する中

で変化しつづける視点を明らかにしていかねばなりませんが、２名の講師にはこれらの分野での先端的な取り組

みについてご講演をお願いしています。 

研究談話会終了後は会場を移し、講師を囲んでの懇親会も予定しておりますので、奮ってご参加ください。 

 

 

記 

日時：    2018 年 2 月 7日（水） 15 時開始       受付開始 14:40 から 

会場：    研究談話会        15：00～17:30 

                       京都大学百周年時計台記念館 会議室Ⅲ 

                  懇親会          18：00～19：30 

京都大学百周年時計台記念館 会議室Ⅳ 

 

 

★１ 研究談話会 

**********************   プログラム   ********************** 

  

〇 開会のご挨拶                      シンビオ社会研究会 会長 吉川 榮和氏 

                    進行：当会理事 椹木 哲夫氏 

〇１ 講演– 1                                   15：10～15：50  

講演  サービスにおけるシステム概念の再検討: 相互主観性の観点から 

講師  京都大学経営管理大学院 准教授 山内 裕先生 

〈講演概要〉 

サービスサイエンスおよびサービス・ドミナント・ロジックにおいてサービスをシステムの観点から捉えるとい



う試みが議論されている。しかしながら、人々が関わり価値を共創するサービスにシステム概念を適用するにあ

たって、理論的な難しさに直面している。本発表では、サービスを相互主観性として捉えることで、システム概

念を捉えなおすことを提案する。 

〈略歴〉  

1998 年京都大学工学部情報工学科卒業。2000 年同大学院情報学修士。2006 年 UCLA Anderson School にて経営学

博士(Ph.D. in Management)。Xerox Palo Alto Research Center (PARC)にて研究員。京都大学経営管理大学院

講師を経て、2015 年 4 月より現職。サービス学会理事。南洋理工大学 Institute on Asian Consumer Insight

フェロー。 

〇２ 講演– 2                                   16：00～16：50 

講演  技術革新がもたらす包摂と新たな排除 

講師  京都大学総合博物館 准教授 塩瀬隆之先生 

 

〈講演概要〉 

人間中心設計やユーザ参加型デザインが包摂を志すも、そこに新たな排除が生まれるというシステム境界の曖昧

性を自覚しなければ、インクルーシブ社会の実現は遠ざかってしまう。本論では、技術史資料からみる技術受容

の変遷と、インクルーシブデザインの観点からみるシステム境界の曖昧性とから、現代の工学教育において果た

すシステム工学的視点への期待について論ずる。 

〈略歴〉 

1998 年京都大学工学研究科精密工学専攻修了。機械学習による熟練技能伝承に関する研究で博士（工学）。日本

学術振興会特別研究員(DC1)、ATR 知能ロボティクス研究所客員研究員併任。神戸大学自然科学研究科助手、京都

大学情報学研究科助教、京都大学総合博物館准教授を経て 2012 年 7月経済産業省産業技術政策課 課長補佐（技

術戦略担当）。2014 年 7 月より現職復帰。文科省中教審「数理探究」専門委員。NHK E テレ『カガクノミカタ』

番組制作委員など。 

 

・・・・・・・休憩   16:50-17:00・・・・・・・ 

 

○３ 総合討論                                    17:00～17:30 

                                司会 本会理事 椹木 哲夫 氏   

 

 

 

 

〇 閉会のご挨拶                     シンビオ社会研究会 会長 吉川 榮和氏 

 

★２ 懇親会 

研究談話会終了後、隣室の京都大学時計台百周年記念館会議室Ⅳにて講師を囲んでの懇親会を行います。 

 

日時： 2018 年 2月 7日(水)18：00～19:30 

場所：京都大学時計台百周年記念館会議室Ⅳ 

会費： ￥4,000 円程度 当日申し受けます 

なお 旧友たちが退職後取り組んでいる農園で、 自作されたの赤ワインの品評をお願いしたいと思っています。 

★３ 参加申し込み先および申し込み方法 



研究談話会の参加は無料です。研究談話会・懇親会参加にご希望の方は、準備の都合上、下記の回答票に記入の

うえ、1月 28日（金）までに シンビオ社会研究会事務局(symbio-office@nike.eonet.ne.jp)あてに申込票をメ

ールにてお送りください。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＜回答票＞＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

ご所属（                ） 

ご氏名（                ） 

ご連絡先  電話（                         ） 

      Ｅメール（                       ） 

 1．平成 29 年度第 3回研究談話会 2月 7日(水)、15:00～) 

   （  □ 出席  □ 欠席 ） します。 

 2．懇親会（2月 7日(水)、18:00～ 会費 4、000 円) 

   （  □ 参加  □ 不参加 ） 

通信欄 

 

★4 その他 

研究談話会当日の、講師の方々による使用PPTや当日の議論概要については、後日オーガナイザによって編集し、

シンビオ社会研究会の HPの News＆Report(http://symbio-newsreport.jpn.org/?type=home&action=main) 

に掲載します。                                     以上 

 

 

************************************************************* 

シンビオ社会研究会 

  

 TEL・FAX 075-204-1559 

 E-MAIL    symbio-office@nike.eonet.ne.jp 

 ＵＲＬ    http://sym-bio.jpn.org/homepage.php  

 

*************************************************************  


